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1 調査研究方針 

1.1 調査研究目的 

自動運航船の実用化については、2019 年から 2021 年度末までに東京湾等の海域において

無人運航船の実証実験が実施され、概ね所定の成果が確認されるなど、自動運航船の実用化

に向けた準備が進められている現状にある。 

先に実施された実証実験結果及び国土交通省海事局が策定した「自動運航船に関するガイ

ドライン」並びに大阪湾を航行する船舶の実態や大阪湾における漁業実態、マリンレジャー

の現状等を踏まえ、大阪湾における自動運航の実現に向けた航行安全上の課題を抽出すべく、

令和 5 年度は「大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究」を実施し

ていたところである。 

令和 6 年度については、令和 5 年度の調査研究により抽出された課題及び過年度実施の

「大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関する調査研究」により抽出した船舶安全運航

上の留意点を踏まえ、内航船や外航船、定期フェリーなど大小さまざまな種類の船舶が多数

入出港する阪神港神戸区及び大阪区に自動運航船が入出港する際の航行安全上の課題を検討

することにより自動運航船の実現化に寄与する。 

 

1.2 調査研究に至る背景等 

2018年 6月 1日に策定された、国土交通省交通政策審議会海事分科会海事イノベーション

部会報告書では、自動運航船の実用化に向けて、技術開発と基準・制度見直しの大枠を記し

たロードマップが示されており、同ロードマップによると、「陸上からの操船や AI 等によ

る行動提案で、最終意思決定者である船員をサポートする船舶」を「フェーズⅡ自動運航船」

と類型化し、2025年までの実用化を当面の目標として、国土交通省では当該目標の実現に向

けて実証実験等を進めている。 

また、2020年からは、日本財団が支援する技術開発共同プログラム「MEGURI2040」による

無人運航の実証実験が東京湾等において実施され一定の成果が得られ、2022 年からは第 2

フェーズとして、完全自動運航が一部可能な自動化レベル（自動運転レベル４相当）を目指

して、船員の負担軽減や離島航路維持等の社会問題の解決に向け、内航船による実証実験が

開始されており、これらの実験では、大阪湾諸港を起点とする航路も計画されている。 

このような状況を踏まえ、弊会において過年度に実施した「大阪湾における船舶安全運航

上の留意点に関する調査研究」により抽出した航行安全上の留意点をもとに、「フェーズⅡ

自動運航船」が具体的に阪神港神戸区や大阪区に入出港する際（離着岸作業を除く）の航行

安全上の課題を抽出すべく調査研究することとした。 
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1.3 調査研究名 

「阪神港神戸区及び大阪区における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究」と

する。 

 

1.4 対象海域 

本調査研究における調査研究対象海域（以下、「対象海域」という。）を図 1.4.1に示す。 

 

 

図 1.4.1 対象海域図 
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1.5 調査研究項目 

1.5.1 現況把握 

(1) 自然環境・航行環境 

(2) 海難の発生状況 

(3) 阪神港神戸区及び大阪区に入出港する船舶に対する指導の現状 

1.5.2 課題の抽出 

(1) 海難発生状況の分析 

(2) AISデータ解析結果の評価 

       神戸区～大阪区間を航行する船舶の航跡や異常な航跡の詳細 

(3) 避航判断に使用する周辺状況の収集データ 

(4) 課題の抽出 

1.6 調査研究の方法 

1.6.1 委員会の設置 

学識経験者、海事実務者及び関係官公庁職員等からなる「阪神港神戸区及び大阪区にお

ける自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究委員会」を設置する。 

 

1.6.2 検討事項 

(1) 第 1回委員会 

① 調査研究方針について 

② 自然環境・航行環境について 

③ 海難の発生状況について 

④ AISデータ解析結果の詳細な分析実施方案について 

⑤ 検討会での検討項目について 

(2) 第 1回検討会 

① 阪神港神戸区に入出港する船舶の AIS データ解析結果の詳細な分析結果の評価に

ついて 

② 留意点の抽出について 

(3) 第 2回検討会 

① 阪神港大阪区に入出港する船舶の AIS データ解析結果の詳細な分析結果の評価に

ついて 

② 留意点の抽出について 

(4) 第 2回委員会 

① 課題の抽出 

② 報告書の構成について  
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1.7 調査研究の流れ 

調査研究フローを図 1.7.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.7.1 調査検討フロー 

  

基礎調査 

現況把握 

課題の抽出 

 

阪神港における海難発生状況 

・発生位置、発生日時 

・海難概要 

阪神港の航行環境等 

・阪神港の船舶交通状況 

・自然環境、地形的状況 

・阪神港におけるマリンレジャーの現状 

・阪神港神戸区及び大阪区を航行する船舶に対

する指導の現状 

海難の傾向及び特徴 

・海難の分析 

・海難の分析結果の検討 

・AIS データの解析結果の評価 

・自動運航に関する既往研究、実証実験成果との比較検討

結果の評価 

船舶の航行実態 

・AIS データの解析 

  経路詳細解析 

   船種・トン数別 

   ＯＤ・経路別 

・課題の抽出 

・自動運航に関する既往研

究、実証実験成果と阪神港

の船舶交通状況との比較検
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1.8 検討会での検討項目 

(1) 港則法に基づく航行管制が行われている航路（水路）における自動運航船の課題 

① 中央航路や南港水路並びにこれらに接続する港内の一部海域を航行する総トン数

500 トンを超える船舶には、大阪湾海上交通センターがＶＨＦ無線電話で提供する

情報の聴取義務が課せられているところ、これら情報の聴取、呼びかけへの対応 

② 港湾管理者が定めるマニュアルに則って運航（ポートラジオへの定時、定点での

連絡等）するように指導されている場合の対応 

③ 自動運航船が自船の何らかの原因、或いは他の要因で予定時間に遅延を生じた場

合の対応や他の航行船舶に与える影響 

を検討する。 

 

【検討基礎資料】 

① 神戸区及び大阪区の航行環境資料（通航船舶に対する指導の現状、管制状況、入港

マニュアル等） 

② 海難発生状況（衝突海難発生エリア等） 

③ AISデータからの異常航跡発生エリアや要因の分析 

④ 入出港時の船速分布 

⑤ 入出港時の船間距離の分布 

⑥ ほか 

 

(2) 既往研究における「実験結果と解析」との比較 

既往研究では、概ね 2 船間での相対距離と避航限界距離等について、アンケート調査

等が行われているところ、神戸区や大阪区の要注意海域における最も船舶交通が輻輳す

る時間帯において、当該実験結果やアンケート結果以外の要件について検討する。 

 

【検討基礎資料】 

① 既往研究：自動避航システムの認証(安全性評価)に向けた検証実験 報告書  

2023年 3月 一般社団法人 日本船長協会 
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1.9 委員会の開催状況 

1.9.1 第 1回委員会 

1 日   時  令和 6年 10月 1日（火）13：30～16：10 

2 場   所  三宮ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 502～503号会議室 

3 議   題 

(1) 調査研究方針について 

(2) 自然環境、航行環境、各港区における航法等について 

(3) 海難の発生状況について 

(4) AIS データ解析結果の詳細な分析実施方案について 

(5) 検討会での検討項目について 

4 資   料 

(1) 検討資料委 1－1 調査研究方針(案) 

(2) 検討資料委 1－2 自然環境、航行環境、各港区における航法等（案） 

(3) 検討資料委 1－3 海難の発生状況（案） 

(4) 検討資料委 1－4 AISデータ解析結果の詳細な分析実施方案（案） 

(5) 検討資料委 1－5 検討会での検討項目（案） 

(6) 参考資料委 1－1 自動運航船の課題に関する評価一覧 

 

1.9.2 検討会 

1 日   時  令和 7年 2月 17日（月）13：30～15：15 

2 場   所  （公社）神戸海難防止研究会 会議室 

3 議   題 

(1) 阪神港神戸区及び大阪区に入出港する船舶の AISデータ解析結果の詳細な 

分析結果の評価について 

(2) 留意点の抽出について 

4 資   料 

(1) 検討資料検－1 AISデータ分析結果（案） 

(2) 検討資料検－2 留意点の抽出（案） 

(3) 参考資料検－1 第 1回委員会指摘事項及びその対応 

(4) 参考資料検－2 第 1回委員会資料「委 1-3」海難発生状況関連補足資料 

 

  



＜阪神港神戸区及び大阪区における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究＞ 

 -7- 

1.9.3 第 2回委員会 

1 日   時  令和 7年 3月 21日（金）13：30～14：45 

2 場   所  兵庫県農業会館 11階 111号会議室 

3 議   題 

(1) 課題の抽出について 

(2) 報告書の構成について 

4 資   料 

(1) 検討資料委 2－1 課題の抽出（案） 

(2) 検討資料委 2－2 報告書の構成（案） 

(3) 参考資料委 2－1 検討会指摘事項と対応 

(4) 参考資料委 2－2 検討資料検―１ AISデータ分析結果（修正版） 
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